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水素は次世代エネルギー媒体として様々な分野での活用が期待され、水素貯蔵技術
の一つとして水素吸蔵合金が研究開発されている。その中でもBCC構造を有するハ
イエントロピー合金（HEA）のTiVZrNbHfは、従来のBCC合金で確認された最大水
素吸蔵量H/M=2.0を超える貯蔵量を持つ可能性を示し、注目されている。BCC
系HEAの多くは遷移金属で構成されるため重量水素密度が比較的低い。当研究グルー
プでは、重量水素密度の向上を目指し、軽量HEAの創製と水素吸蔵合金への応用に
取り組んでいる。本研究では、軽量金属であるLi, Mg, Al, Tiをベースに5元素目とし
てV, Nbを加えた5元系HEAの創製及び水素吸放出特性評価を行った。

実験
Experimental

本研究では、Li-Mg-Al-Ti-(V/Nb)系で構成される5元系合金を基本材料とし、作製方
法としてメカニカルアロイング法（回転速度：400 rpm、ミリング時間：20 h、Ar
雰囲気下）を選択した。作製した試料に対し、水素圧3.0 MPa、室温で15 h保持し
た際の水素吸蔵速度を容量法により測定した。また、水素吸放出特性評価として、
熱重量-示差熱-質量分析（TG-DTA-MS）及びPCT測定（室温）を行った。さら
に、XRDにより結晶構造及び格子定数の変化を調査するとともに、重水素を用いた
固体核磁気共鳴（NMR）により試料回転数15 kHz、測定周波数92.16 MHzの条件
で、水素吸蔵状態における重水素やLiの化学状態を調査した。

結果と考察
Results and Discussion

Fig.1にLi8Mg8Al2 8Ti2 8Nb2 8のPCT測定結果を示す。室温での最大水素吸蔵量
はH/M=0.68（1.36 wt.%）であり、明確なプラトー領域が観られなかった。また、
同試料に対するXRDの結果からLi8Mg8Al28Ti28Nb28はPCT前後でBCC構造を示し、水
素の固溶に起因する低角側へのピークシフトが観測された。Fig.2にPCT測定後
のLi8Mg8Al28Ti28Nb28における重水素の固体NMR結果を示す。この結果により、吸
蔵された水素の化学状態は2種類存在し、①XRDでは検出が困難なLiやMgの微小水
素化物クラスターと②TiやNb周りに固溶する水素であることが確認された。
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Figures, Tables and

Equations 1

Fig.1 PCT curve of Li8Mg8Al28Ti28Nb28
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Fig.2 MAS NMR spectra of D in Li8Mg8Al28Ti28Nb28
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